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農産物物流の経済学的研究一物流・米流通から「食料学」へ
　　滝澤昭義
（2005年4月25日受理）
はじめに
　私の研究は大きく分けて3っの時期に画期され、さ
らに本格的研究生活に入る前の、いわば「助走期」が
それに先立っ。学生時代に「恐慌論」に興味を持って
いたので、卒業前後から宇野弘蔵氏の『経済原論』、r恐
慌論』に始まり大内力氏の『日本経済論』に至る、い
わゆる「宇野シューレ」の著作を読んだ。その中でい
わゆる「講座派」と「労農派」の論争にのめりこみ、
初めて書いた学術論文らしきものが、「日本経済論の
方法と3段階区分一大内力r日本経済論』を中心に」（1）
（1971）である。
　大内力氏は労農派マルクス経済学の立場にたっ農業
経済学者の長老で、多くの農業経済学の著作があった。
この時期にその一部を読んだことが、後に農業経済学
者の道を歩くことになったときの土台になったのかも
しれない。しかし私は現実の経済問題を考えるときに、
「原理論」「段階論」とは切り離して「現状分析」に取
り組む宇野シューレの方法論に疑問を感じて、しばら
くの間「経済学の方法論」をテーマに勉強することに
した。そのときに書いたのが上記論文であり、ここまで
が助走期である。なおこの時期にはほかに「米作中核地
における過疎問題」（2）（1972）を発表している。
研究第1期
　その後先輩山田定市氏＊の勧めで農業市場学（農産物
流通学）の研究をすることになり、斯界の権威川村琢
氏＊＊、湯沢誠氏＊＊＊の教えを乞うことになった。その
第1期が農産物物流の理論と実態分析を主たるテーマ
とした、1970年代半ばから1990年前後までの時期で
ある。物流の研究は当該商品の流通と交通（輸送）の
接点に成立する。したがって農産物物流を研究するた
めには農業経済学のほかに商業学・流通経済学、交通
経済学にもレパートリーを広げなければならない。こ
れらのベースには、もちろん経済学の理論的土台が必
要である。さらには自然科学の分野である鮮度保持技
術にっいても、ある程度の知識を持たなければならな
い。（＊北海道大学名誉教授）（＊＊北海道大学教授→北海
学園大学教授・故人）（＊＊＊北海道大学教授→札幌学院大
学教授）
　このように間口を広げなければ研究できない農産物
の物流にっいては、誰も研究の対象として取り組もう
とする人がいなかった。私は農産物物流研究に取り組
むために必要な知識を得ようとして、大学の図書館で
既存の論文を探したが、輸送費用に関する数編の論文
以外には関連する分野の論文は見っからなかったので
ある。
　物流には輸送のほかに保管、荷役、包装（容器を含む）、
流通加工・調整、それに特殊な物流分野として情報が
ある。またその他に選別・格付という、自然生産物で
ある農産物に特有の、しかも重要な役割を果たす物流
分野がある。そのトータルの機能を物流と呼んでいる
のだが、当時はこれらの分野の機能をまとめて「農産
物物流」として理解するコンセプトそのものが存在し
なかった。そのために当然、どこから研究に手をっけ
ればよいかという手探りから始めなければならなかっ
たのである。
　私はまず貨物輸送一般の経済的研究とその背景にあ
る経済、交通政策との関連にっいて研究を始め、その
原理を農産物に適用した場合にはどうなるかという角
度からアプローチをおこなった。研究時間の大半を「農
産物市場学」、「交通経済学」、「流通経済学」の文献を
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読むことに費やし、これらの分野が重複するところに
成立するであろう農産物物流に関する学問分野を模索
した。
　この時期に発表した論文が「輸送近代化と農産物輸
送の条件」（3）（1976）、「農業近代化と輸送近代化の接点」
（4）i1977）、「遠隔地間輸送と物流センターの機能に関す
る研究」（5）（1977　湯沢誠氏と共著）、「北海道の貨物輸
送構造に関する一考察」（6）（1977）、「農産物市場と輸送
に関する試論」（7）（1978）などである。
研究第2期
　その後、米どころ新潟県に移ったこともあって、米
をテーマとした研究に徐々に入り込んでいくことにな
る。交通、農産物物流の理論的・実証的研究と米の流通・
市場に関する研究が同時進行する第2期である。
　まず物流費用の負担関係はどうあるべきなのかを、
理論、現状両面から解明するために、輸送費用の経済
的性格の研究に取り組んだ。同時に輸送費用の実体部
分である物的、人的（労働力的）コストの性格づけを
行なうべく文献を渉猟した。その過程で「交通生産論争」
に遭遇し、交通業が販売する商品はなにか、その生産
はどのように行なわれるかについて部分的に論争に加
わることになったのである。
　この問題に関わる私の主張の要点は以下のとおりで
ある。①交通業の生産する商品（利用者が購入する商
品）は「場所の移動」というサービス商品である。サー
ビス商品は物体として生産労働から分離されない無形
財であるため、生産と同時に消費されなければ消滅し
てしまう即時財でもある。②その生産には通常の商品
生産と同じく生産労働がかかわり、生産労働は労働手
段をもって労働対象に働きかけて商品を生産する。労
働手段はいうまでもなく交通手段であり、労働対象は
場所の移動のために克服されなければならない空間的
距離である。
　このうちの②が学界で論争の種になった。それまで
の「通説」では労働対象は運送される人間であり貨物
であるとされていた。しかし人間や貨物は交通商品を
購入する顧客（の所有物）であり、資本の一部ではな
い。それが商品生産の労働対象だとされることには、
経済学の理論的常識から考えると非常に違和感があっ
た。私のこの主張はいまでも交通学会内では少数派だ
が、私はこのような自明のことが論争の種になること
を、むしろ不思議に思っている＊。（＊馬場雅昭氏（阪
南大学）が論争課程を詳しく分析している。「交通労働
の労働対象とその生産物」1～V　『阪南論集・社会科
学編』　阪南大学学会　1995～1996）。
　この時期にはこうした理論分野の研究のほかに、具
体的な農産物品目の物流、生鮮農産物の輸送に関する
現状分析に取り組み、産地の遠隔化と長距離・長時間
輸送の問題点を摘出することにエネルギーを使った。
また、農水省の委託を受けた青果物の多温度帯混載に
よる共同配送の実験に主査として取り組み、新たに開
発されたクール機器の有効性を、鮮度保持、物流コス
トの両面から分析・検証した。
　この前後に執筆された主な著書・論文は以下のとお
りである。『農産物物流経済論』（8）1983（博士学位論文
をもとに改題、加筆、補充）、「流通費における空費概
念に関する若干の考察」（9）1979、「農業近代化と農産物
輸送問題」（10）1980（修士論文をべ一スに改題、大幅に
加筆・訂正）、「交通輸送体系の再編と農産物輸送問題」（ll）
1983、「国際間物流と日本海側拠点港の機能」（12）1983、
「宮崎県産野菜の市場対応と物流問題」（13）1983、「物流
再編と農産物市場」（14）1984、「物流技術の変化・情報化
と食品流通」（15）1991、「現代資本主義と交通・情報」（16）
1991その他。（著作の「」は論文、共著書の分担部分、
r』は単著書である）。なお、多温度帯混載配送実験の
結果は「食品流通システム協会」の報告書として公表
されている。
　前述のように、この時期には米の流通（物流を含む）
に関する研究がもう一本のテーマである。ときあたか
も米の「過剰」が財政を圧迫するということで、減反
＝生産調整が本格化した時期である。米以外にはとぐ
に見るべき商品作物をもたなかった新潟県では、米の
生産装置である水田に稲の作付けが出来なくなること
への抵抗が非常に強かった。
　他方では、ガット・ウルグァイラウンドの最終段階
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で米輸入自由化の内圧・外圧が強まり、国内的には食
管「赤字」を理由とした流通自由化と食管制度廃止へ
の圧力が、財界を中心として強まっていた。食管会計
への一般会計からの補填は「赤字」補填なのか、食管
制度の諸規制はほんとうに不要なものなのか、諸規制
がはずされて米がたんなる商品になってしまっても安
定供給は可能なのか等々、研究すべき問題は多かった。
私は、米がたんなる「商品」＝儲けのタネだった時代
の米騒動の教訓を忘れるべきではないという立場から、
日本の米の安定供給、（それはとりもなおさず安定生産
を前提とする）、をはかるために米政策、米流通政策は
どうあるべきかというテーマで研究に取り組んだ。
　この時期に発表した著書・論文のうち主なものは以
下のとおりである。「コメ流通の現段階」（17）1987、「自
由化傾向下の米産地の対応・銘柄米産地」（18）1990、「コ
メ市場開放と国内流通」（19）1993、「米物流の構造一タイ・
日本の比較」（20）1994、『日本のコメはどうなる』（2i＞1994
その他。なお「米物流の構造」は自由流通のもとで米
が流通してるタイとの比較によって、公的管理の持っ
役割の重要性にっいて検証したものであり、『日本のコ
メ…　』は，93～’94年の米パニックのときに公的管
理が機能しなかった理由、その結果としてのパニック
の本質を、マスメディアの報道がどのように扱ったか
を含めて明らかにしたものである。
研究第3期
　この時期、90年代後半から現在にいたる約10年間は、
農産物流通激動期である。
　1995年には食管法が廃止され、食糧法（主要食料の
需給と価格の安定に関する法律）が施行されるという、
米の生産・流通にとって劇的な変化が生じた。青果物
に関しても卸売市場法の内容が改変され、価格形成、
取引方法の自由化がすすんで、卸売業・者の主たる収入
源である卸売り手数料も自由化されることになった。
　米の世界では価格形成、流通の自由化が促進される
一方、生産者には依然として生産調整の重荷が負わさ
れるというバランスを欠いた政策が展開された。本来
市場原理が十分に機能しないとされる農業分野に、強
引に市場原理を持ち込むことでどのような問題が生じ
るかを、米に関して明らかにすることがこの時期の研
究の主要テーマである。
　まず価格形成の自由化によって、気候条件等で変動
する作柄に敏感に反応し、加えて思惑的な売買や投機
的な売買が可能になる米市場において、価格の乱高下
が生じるであろうことは誰の目にも明らかなことで
あった。さらに年々相当量の米輸入がおこなわれ、生
産調整で供給を抑制している国内市場の過剰感を一層
増幅するであろうことも、また明らかであった。この
時期の研究ではこうした米市場の「現場」の直面する
問題を、事実に即して描き出し、問題の本質を解明す
ることが必要である。米以外の各種農産物の市場にお
いても、規制緩和と自由化を契機とするドラスティッ
クな変化が生じており、それらの問題も追求しなけれ
ばならない。
　このような社会的要請に応える研究を進めるために
は、単発の論文で論及できることには限界があり、単
発論文を書きためて著書に編纂する時間的余裕もない。
そこで所属学会の若手・ベテラン研究者を糾合して時
代の要請に応えるテーマについて、それぞれの専門の
角度から課題を追求してもらうという方法をとること
になった。すでにこの時期以前から学会を編集主体と
する研究叢書が刊行されていたが、それに加えてトピ
カルな問題を加えた研究書を編むことになったのであ
る。
　この時期に刊行された主な著作は次のとおりである。
『激変する食糧法下の米市場』（22）（1997）共編著、『流通
再編と食料・農産物市場』（23）（2000）共編著、r食料・農
産物の流通と市場』（24）（2003）共編著、「米穀の価格政策
と需給調整」（25）（2000）、「新・米政策下における産地の
流通対応一新潟県の場合」（26）（2004）、ほか。なお編著
書では私自身が複数の章を執筆している。
　この時期数冊の編著書に集中的に取り組んで、複数
の執筆者による研究書を完成させることのむずかしさ
を痛感した。まず編者の意図した内容になっているか
どうか、書いておくべき問題が脱落していないかどう
か、そして何よりも原稿が期日に間に合うように提出
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されるかどうかである。編者はすべてに目を通し、訂正、
加・補筆などを依頼しなければならないのだが、その
労力は自分で執筆するほうが楽なぐらい大変なもので
ある。この時期には編著書の企画、編集にかなりの時
間をとられてしまい、計画していた物流に関する単著
書の出版は無期延期しなければならなくなった。
　ともあれ一連の編著書の中で、急激に進む「市場原
理化」と「規制緩和」がなにをターゲットにしたもの
なのか、その展開によって農業セクターにはメリット
があるのかないのか、国民の食料供給という農業の重
要な機能にとって順風なのか逆風なのかを明らかにす
ることが、一定程度できたと自己評価している。結論
だけを言ってしまえば、アメリカと財界の声だけが突
出して大きい状況の中で国内農業の縮小再編が進み、
流通では、米価の大幅な下落の中で大規模流通産業だ
けがひとり勝ちという結果がもたらされたのである。
おわりに一なぜ農業経済学者が
　　　　　　　　　　栄養化学を学び始めたか
　最後にもうひとっ忘れてはならないことがある。「食
糧の生産と消費を結ぶ研究会（生消研）」の活動など
を通じて消費者、消費者団体の人たちと交流する中で、
食料に関する研究が生産・流通・消費・栄養それぞれ「分
業体制」になっていることに改めて気づいた。そして
そのために消費者に届けられる食に関する情報が細切
れで、食料を作るところから食べて消化するところま
でを、トータルとして理解してもらうことが出来なく
なっているのである。テレビなどで報じられる断片的
な、しかも不正確な知識が信じ込まれているのはその
結果である。この状況を何とかしなければならないと
考え、トータル食料科学としての「食料学」を考える
ことにした。
　かくして社会科学者の私が、高校時代以来紐といた
ことのない有機化学の本を読み、栄養化学・栄養生理
学にまで首を突っ込むことになるのである。そしてこ
の段階で、「栄養学」の主流が食料に含まれている栄養
素だけを問題にしており、それが体内で吸収されるか
否か、あるいはどのように吸収されるかにっいてはほ
とんど対象とされていないことに気がっいた。たとえ
ば牛乳には確かに単位当りのカルシウムの含有量が多
いが、離乳期以後には、それを吸収するために必要な
ラクターゼ、ガラクトキナーゼの活性が落ちたりなく
なったりすることを、栄養学の専門家はほとんど「解説」
しないのである。これに類したことは枚挙に暇がない。
　こうした誤った、あるいは不十分な食の知識を補う
ためのトータルな食の科学を目指して、農業経済学者
としては「邪道」と言われかねないわき道に入り込ん
でしまった。「食料学」研究はいまだ道半ばであり、今
後の課題である。なお、その一部は農学部の講義「食
料経済論」のテキストに用いた『食料を考える』（27）、ブッ
クレット『食料はだいじょうぶか』（28）として発表され
ている。
　以上に研究の軌跡を研究資料としてまとめた。イン
ターネットで農業図書目録を検索してみたが、この一
文を執筆している時点では「農産物物流」と名の付く
本は1冊もなかった。国立国会図書館、明治大学図書
館を含む大学図書館には滝澤著『農産物物流経済論』
の所蔵があるが、版元品切れ絶版なのでいま市場で買
える本を集めた農業書目録などには載っていない。早
く次を書かなければと思いつつ、1日が24時間しかな
いこと、その中で研究・執筆に使うことができる時間
の少ないことに、ただため息をっくばかりである。な
お本文中に紹介した著作は、滝澤の全著書・論文のう
ちの一部であることをお断りしておく。
著書・論文
（1）滝澤昭義「日本経済論の方法と3段階区分一大内
　　力『日本経済論』を中心に」『唯物論研究』第7号
　　札幌唯物論研究会　1971　P17～36
（2）滝澤昭義「米作中各地における過疎問題」『北海
　道経済』別冊第7集　北海道経済研究所　1972
　P38N44
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（3）滝澤昭義「輸送近代化と農産物輸送の条件」『交通
　　経済論集』第7号　運輸調査局　1976P13N24
（4）滝澤昭義「農業近代化と輸送近代化の接点」r農経
　　論叢』第33集　北海道大学農学部　1977P3752
（5）湯沢誠・滝澤昭義「遠隔地間輸送と物流センター
　　の機能に関する研究」『協同組合奨励研究報告集』
　　第3輯　全国農業協同組合中央会　1977P13ny50
（6）滝澤昭義「北海道の貨物輸送構造に関する一考
　　察」『交通経済論集』第8号　運輸調査局　1977
　　P25N40
（7）滝澤昭義「農産物市場と輸送に関する試論」r農
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